
 

今回は、せきの未来・社会貢献プロジェクト の報告です。 

◇ 関市の事業者と連携し、社会貢献・ＳＤＧｓの実現をめざします！                        

  

 

◇ 日本初！ 自治体が仕掛けるソーシャルグッド推進プロジェクト。                                    

 

「せきの未来・社会貢献プロジェクト（通称：みらプロ）」とは‥ 

平成29年度より始まった関市の新規事業です。社会貢献活動を通して事業者の魅力を高め

ることにより、事業者の売上アップにつなげることを目的としています。 

地域に役立ちたいと思う企業が、地域のために活動したいと考える団体とつながり、協働

して社会貢献活動に取り組む。そうした取り組みを、市がサポートをするという事業は、全

国的にみても珍しいそうです。関高校がめざすコラボレーションは以下の通りです。 

 

●米粉利用で農地保全！ 農作物の地産地消を推進！ 『米粉普及プロジェクト』 

農業生産法人ＰＬＵＳ株式会社 

ＪＡめぐみの とれったひろば × 関高校 

地元のブランド米ハツシモで米粉を生産しているＰＬＵＳ株式会社、ＪＡめぐみの とれっ

たひろばと提携し、米粉や地元農産品の消費拡大をめざす活動を実践する。同時に、地産地

消、持続可能な地域開発、食糧自給率の向上、水田環境の保全等の諸問題を社会に提起する。

家庭クラブの活動として実施する。 

 

●地場産業の継承 『関の刃物海外普及プロジェクト』 

義春刃物株式会社 × 関高校 

 彫刻刀のトップメーカー義春刃物株式会社と提携し、地場産業のグローバル展開に協力す

る。彫刻刀とビニールシートを用いたアートを通じ、海外研修の場で質の高い国際交流や、

観光資源開発に取り組む。英国（10月）・ベトナム（1月）での海外研修チームの活動として

実施する。 

 

◇ 関市長応接室で、みらプロ認証式が行われました！                             

日 時： 平成 30年 8月 28日（火） 15：20 ～ 16：00 

場 所： 関市長応接室 

 参加者： 関市長、関高等学校、ＰＬＵＳ株式会社、ＪＡめぐみの、義春刃物株式会社、 

      ぶうめらん、関市商工課 
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関高からは、平井学校長、髙木晴渡君（家庭クラブ委員）、篠田匡佑君（英国研修参加メンバー）

が参加しました。髙木君、篠田君ともに、尾関関市長さんの前で、今回の「みらプロ」に参加す

る目的や意義について、堂々と説明してくれました。市長さんからは、市の取り組みに関高校が

積極参加することに対し、謝意が述べられました。 

 

認証式のあとはそのまま歓談へ。市長さんや関係者の皆様から、ユーモアを交えながら、関高

生への期待を込めたエールの言葉をたくさんいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


